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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
１．褥創発生者の確認

＜東病棟＞

・上野　一夫様～H29.11.4入院時持ち込み　右第1、2足趾　デザインR　3点

　　　　　　　　同日持ち込み　　　　　　左第２足趾　デザインR　3点　

　　　　　　　　H29.12.27死亡退院のため未治癒

　　　　　　　　
・佐々木　スミ様～H29.11.29入院　持ち込み　腰部・仙骨部　デザインR7点

　　　　　　　　　食事ミキサー・トロミ。全量摂取。

　　　　　　　　　イソジンシュガーパスタ+ガーゼ保護

　　　　　　　　　H29.12.11死亡退院のため未治癒。
＜南病棟＞
老久保　英様　H29.12.28発生　右肩　デザインR6点

　　　　　　　処置はアズノール軟膏+ラップ保護

　　　　　　　食事接収量にむらがある。

鹿島　みさ様　H29.12.19発生　左踵部　H29.12.18治癒

南　サイ様　　H29.12.19発生　左臀部　H30.1.3治癒

林　惠司様　　H29.12.4発生　左臀部　H29.11治癒
＜西病棟＞

特記事項なし

＜北病棟＞

特記事項なし

＜南山苑＞

・榎本　栄子様　　H29.5.22（持ち込み）①仙骨部⇒8点から4点に改善

　　　　　　　　　　　　　壊死組織、浸出液なし。

　　　　　　　　　　　　　処置内容変更なく　ゲーベン+ガーゼ

　　　　　　　　　　　　　※食事は介助にて全量摂取。発熱等なし。

・白鳥　キエ様　H29.10.16発生　右下腿部　デザインR　16点　

　　　　　　　　　　　　　黄白色のやわらかい壊死組織、浸出液中等量あり。

　　　　　　　　　　　　　処置はゲーゼン+ガーゼ

　　　　　　　　　　　　　食事は自力にて2/3～全量摂取。発熱等なし。

・上野　ハル様　H29.12.6　左踵　デザインR　6点

　　　　　　　　　　　　改善傾向。壊死組織、浸出液なし。水疱内容吸収され、乾燥している。

　　　　　　　　　　　　処置内容変更なし。　アズノール+ガーゼ

ショート利用

・関川　静江様　Ｈ29.10.30発生　右踵⇒H29.12.7ショート終了、未治癒

　　　　　　　　　　　　　　　　

＜南寿の里＞
・腰巡　はつゑ様　Ｈ29.12.4発生①右大転子⇒12/19治癒

　　　　　　　　　Ｈ29.12.4発生②左大転子⇒12/19治癒

Ｈ29.12.4発生③左踵　デザインR15点

　　　　　　　　　　　　　　　　　硬く黒い壊死組織あり。創の中心部より、血液まじりの進出液少量あり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　※再受診予定。

· 松崎　キツ様　仙骨部　今後デザインRの評価予定

· 中村　なみ様　仙骨部　今後デザインRの評価予定

＜五福＞

特記事項なし

連絡事項

・来月に委員会での勉強会を行う予定。

・小向AOMより、今後外部から講師を招いて講習を開く機会があった際に、「予防に対するアプローチ」と「処置に対するアプローチ」のどちらの内容について学ぶかを考える必要があるとの事。

